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1 はじめに
情報機器の一般化に伴い SNSの利用は一般化し，こ

れを利用して地域に密着したマーケティングや商圏分

析等に使用することが一般化している．このような背

景のもと，特定の地域から特定のトピックに沿った投稿

を効率よく集める需要が存在する．しかし，SNS上で

は，様々な人々が様々な話題を投稿し，しかも情報は極

めて膨大で断片的であるため，人間がそれをまとめる

のは容易ではない．また，Twitterを含む SNSの投稿

情報は自由に得られるものではなく，計算機の扱える

データ量・計算力の制約も存在する．また，Twitterの

プロフィールには居住地欄があるが，正しくない住所

や無意味な言葉が入ってる場合も多く [3]，ツイート全

体に占める Geotag付きツイートも 0.7%しかない [4]．

このため，ユーザの活動地域を推定しつつ，投稿を効

率よく収集するためのアルゴリズムが求められる．

本研究は，Twitterにおいて特定の地域で活動する

人から発信された特定のトピックに関するツイートを

効率よく集めるという問題に対し，バンディットアルゴ

リズムに基づいて適切なユーザを選んでツイートを収

集する機構を提案する．ツイート本文だけではなくプ

ロファイルも利用したユーザの活動地域推定とトピッ

ク文章類似度を用いた第一報酬，メンション関係と言

及元ユーザの第一報酬を利用した第二報酬，活動地域

推定のみを利用した第三報酬の、三つの報酬を用いて

ユーザを選択し、ツイートを収集する．

2 関連研究
バンディットアルゴリズムとは，複数の選択肢に事

前に知ることのできない報酬が定められ，選択肢を選

ぶことで報酬を受け取る行為が一定の回数しかできな
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い状況下において，累積報酬を最大化することを目的

とするアルゴリズムである．この手法は活用と探索か

ら成り，活用はその一回の選択で得られる報酬を最大

化する行動であり，探索は選択肢の報酬の分布を知る

ための行動である．ϵ-greedy法は，探索と活用の方策

の一種であり，1− ϵの確率で活用を，ϵの確率で探索

としてランダムに選択する．

　先行研究においては特定地域から発信されたツイー

トの収集という問題に対してバンディットアルゴリズム

を適用している [1][2]．時間をタイムウィンドウごとに

区切り，それぞれのタイムウィンドウで個々のツイー

トに対する発信地推定に基づいて各ユーザの推定報酬

を計算し，これに基づいて収集対象のユーザを決定す

る．本研究では，発信地推定とは異なる問題である活

動地域推定を扱う．これは，個々のツイートではなく，

ユーザに対してその活動している地域を推定するもの

である．

3 提案手法

図 1: 本研究の概要：タイムウィンドウのサイクル

本研究では，以下の手順でツイートを収集する．

1. K 人のユーザを以下の方法で選択し，フォロー．

（各報酬の詳細は後述）

a 確率 ϵ1で第一報酬Q1(u, τf )の高いユーザを

選択

活動地域推定・トピック文書類似度より計算
b 確率 ϵ2で第二報酬Q2(u, τf )の高いユーザを

選択

メンション数と言及元ユーザの第一報酬
c 確率 ϵ2で第三報酬Q3(u, τf )の高いユーザを

選択

活動地域推定より計算
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d 確率 1− (ϵ1 + ϵ2 + ϵ3)でランダムに取得
2. ユーザからタイムウィンドウ中のツイートを取得．
3. ユーザごとに推定報酬やスコア・得点を算出．

各ユーザuについて以下に述べる方法でタイムウィン

ドウ τf ごとの推定報酬 q1(u, τf ), q2(u, τf ), q3(u, τf )を

計算し，それらのタイムウィンドウ τf までの平均値と

して，累積推定報酬 Q1(u, τf ), Q2(u, τf ), Q3(u, τf )を

算定する．

第一報酬 q1(u, τf )はタイムウィンドウ τf に取得し

たユーザ uのツイートの集合X
τf
u に基づいて算出した

トピック文書類似度 Simと、活動地域推定から算出し

た第三報酬 q3(u, τf )を用いて算出する．

q1(u, τf ) = q3(u, τf )×
∑

x∈X
τf
u

Sim(vect(x))

第二報酬は，同じ話題を話しているか，居住地が近

いならば相手ユーザにメンションされる可能性の高い

という考えのもと，タイムウィンドウ中にユーザ uが

u′ にメンションされた回数 Mention(u′ → u, τf )，メ

ンション探索元ユーザのタイムウィンドウ内における

第一報酬 q1(u
′, τf )を用いて次のように計算する．

q2(u, τf ) =
∑

u′∈Utf

Mention(u′ → u, τf )× q1(u
′, τf )

第三報酬は、タイムウィンドウ τf までに取得した

ユーザ uのツイートの集合 Xτf
u =

∪f
i=1 X

ti
u と、ユー

ザプロファイルの description 欄と location 欄から、

分類器を用いて該当地域で活動している確率を算出

し、これを用いる．

q3(u, τf ) =
location

Clsa




1

|Xτf
u |

∑
x∈X

τf
u

location

Clst (vect(x))

vecd(profDescu)

vecl(profLocu)




4 実験・考察
2016年 12月から 2017年 4月にツイートされたツ

イートとユーザプロファイルを用い，geotag付ツイー

トの多いユーザ 3万を選び，その中から 2万ユーザを

ランダムに選出し、ツイート収集機構全体と各種活動

地域推定分類器の試験用データとした．また、残りの

1万ユーザから、対象地域と非対象地域のユーザを同

数ずつ抽出してユーザ活動地域分類器
location

Clsa の学習用

データとした．前記 1万ユーザのツイートを含め、試

験用データ以外のツイートから対象地域と非対象地域

を同数づつ選出してツイート活動地域分類器
location

Clst と

した．分類器は scikit-learnのRandomForestClassifier

を使用した．文字列はMecabと gensimを用いて単語

の頻度ベクトルとした．評価基準は、（ユーザの該当

地域の geotag付きツイート／ユーザの geotag付きツ

イート）×（収集したツイートの文書類似度の合計）

の積算である．比較手法は，それぞれの報酬の ϵを変

更するだけでなく，D日で収集対象ユーザを固定した

もの (D = 1, 2, 3)，トピック文書類似度のみを報酬と

したもの，ツイート数のみを報酬にしたもの，また完

全にランダムのものを用意した．比較手法を含め，結

果は 20回づつ試行した平均をとった．

図 2: 結果の一部｜地域：京都市，トピック：築地，K =
1000｜凡例配列は最終評価値順

以上の結果から，第一報酬と第三報酬によるツイー

ト収集はどの比較手法よりも特定トピックに関する特

定の地域のツイートの収集できることが分かった．ま

た，メンションを利用した場合，この設計では性能を

引き下げてしまうことが判明した．

5 まとめ
本研究では、活動地域推定とトピック文書類似度を

用いてユーザを選択し，ツイートを収集する手法を提

案した。今後の課題は，メンションによる引き下げ効

果の原因究明と，新たな第二報酬の設計である．
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